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8.電子管ならびにトランジスタ

ELECTRON TUBES AND TRANSISTORS
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昭和34年度ほ前年度にもまして急速な国内テレビジョンの†字及,

ますます好調な輸肘,ならびに産 各方面に急激に浸透しつつある

業務用電子装置の応用などに基く大量の需要に応じて各品位とも引

続き量産設備が増強葉備された｡また使用実績を生かした品質の向

上,用 にいっそう適合した新品種の開発も着実に進められた｡

テレビ受像管,テレビ,ラジオ用受信管,ラジオ用トランジスタ

などは月間合計生産数が数百万個にも達し,必然的に多数の口動機

を利用して生産されているが,作業の機械化,日動化が進展するの

につれて品質の面においても均一性が著しく向上し,高い品質水準

が安定に経路されることほ注目に値しよう｡

テレビ受像管ほイオントラップ 整不要,明るくてすみまでフオ

ーカスの良いストレートガン使用品が主流となり,さらに17,21形

においては輸出を考慮して110度偏向方式へ移行した｡

カラーテレビ受像管は,シャドウマスク方式につき引続き21形の

改良 作が重ねられ,ガラスバルブなと∵1恥部品以外は国産化しう

るにいたったが,他方17形角形の純国産部品による

さらに改良を加えている｡

作にも成功し

撮像管ビジコソとして新たに7038形が完成した｡本品ほ高感度で

使用でき,またカラーカメラに適している｡

セラミック送信管は33年度の4F16Rにつづいて34年度ほ5F20

RAを発表したがいずれも各方面の関心をよび量産を行っている｡

在来は高周波加熱工業には通信J捌こ開発された送信管を利ノーHして

きたが,使用目的,使用環境にもっと合致した工業川品種を開発し

た｡

トランジスタほ需要の急激な増加に応じて専門工場を増設する一

方.新品種の閑三私 研究,品質の改良も強力に押進めた｢.

断周波数300Mc程度の/粗品周波用,詔暦㈲ 電力量と逆耐r一巨

の高い脊櫨工貰札 低雑肯用,さらをこシリコントラン′ジスタ,シリ

コこ/ダイオードなどが完成し量産に移行したのをほじめ,多くの品

瞳が開発,研究された∪ また外形をほとんど全品種について小形化

して機器小形化の時流にこたえたてJ

8.1ブ ラ ウ ン管

テレビ受像機のますます急速な一汗及にともないテレビ受像管の製

作設備の拡充ならびに特性品質の向上が行われた｡特にストレート

電子銃の採用により,明るさの増大,全面集束性の向上,調魔の簡

易化がi･まかられたほか,特殊合金の使川により外部じょう乱磁界か

ら電子ビームを 断し,解像度の低下を防止している..っ また,17形

あるいほ21形の110度偏向の受像管も開発された.ニ

カラーテレビ用受像管ほ設備の増設により21CYP22の増産態勢

が確立されるとともに,17形カラー受像管の試作が進められている｡

かねてからモニター用ブラウン召;を各種試作検討を行ってきた

が,34年度は5AHP4A,7TP4,10SP4を開発したほか,2形の

後段加速をf机､たH5949を試作し,ウオーキーノしッキーに使用し好

評を得ている.

観測用ブラウン管でほヘリカル後段加速を用いた5BHP形し第1

図参照)を開発したほか,トランジスタを用いた各種セットに応ず

る小 カプラウソ管の研究も行われている-ニ

8.1.】110度テレビ受像管

早くから110度偏向のテレビ受像管について各種電子

はじめ多くの研究に

を討検の

手していたが,今回17形の17BZP4および
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第1図 5BHPlの 外 観

第2図17BZP4の 外 観

第3図 7038 の 外 観

21形の21上)AP4を完成し,量産に移行している｡

110度′受像管の特長は全長が署しく短くかつ軽量であることばか

りでなく,解像度がよいことおよび明るいという利点がある､〕第2

図は17BZP4の外観である′ノ

8.1.217形カラー受像管

21CYP22に続いて17形のシャドウマスク形カラー受像管の研究

か行われている′ 本研究ほNHKのご援助を得て,全部品の国産化

に成功したほかりでなく,[巨)ヒ独白の設計によるシャドウマスクを

使用し,仝耐こわたりビームランディソグのよい17形カラー受像管

の試作に成功している.-

8.2 撮 像 管

日立製作J_野においてほさきに6198,6326の2種のビジコソを開

発したが,今回さらに7038形ビジコソを完成した｡

7038ほ白黒放送用として使用されるばかりでなく,特にカラー放

送用にも使用できるようひずみが少なく,感度が均【一になるように

作されている⊂･.また非常iこ高感度で使用できる′〕

弟3図ほ7()38の外観である

8･3 送信管ならびにマイクロ波管

4機管4F15R,板極管2C39Aクライストロン2K25,2K26

などの大量生産が行われ,セラミック封止4極管4F16R,5F20RA

や板庸管2C40,2C43などの生産も軌道に乗って,UHFおよび

てイクロ彼の分矧こおける成果はきわめて大きかった｡さらに新品
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第4図 セラミック封止

4極管 5F20RA

第5図

工業用2kW3極管6T50

第6図

新形熱陰極水銀整流管5H69B

種の開発も着々と進んでいるが,特に10,000Mc帯のクライストロ

ン10V13の完成ほ各方面から注し1されている･.

一方コニ イ言管の需要が増大しており,この分野でも品質の攻

良や新品種の開発が行われた.二.特に し･く作られた1～2kWの空

冷3極管は1業川専用として設計されたものである_-ノ ーまた33年蝮

続にいて新形の水銀 流管および水銀入りサイラトロソの開発を行

い,シリーズを完成して顧客の要望に答えた｡

8.3.1セラミック封止送信管

33年度に発表して大きな反響を呼んだ初のセラミック封止

4F16Rほ,引続いて技術的な改良が行われ量産に入った｡

34年皮にはUHF4櫨管5F20RAが完成し同じく地産に入って

いる｡5F20RAは従 広く川いられている4F15R(4Ⅹ150A)

のガラス部分を完全にセラミックにおきかえた晶種でアメリカの

4CX250Bに相当し,周波数500McでC親電信の出力約230Wが

えられる｡

これら品種の試作･量産を通じて,メタライジング法によるセラ

ック封止の技術が完全に実用化の段階に到達した｡さらに各位の

セラミック封止送信管の開発が進められている｡

8.3.2 工業用送信管の開発

高周波加熱工業i･こおける と近最､エ熱雷の

ホ
｢
〕

ヽ
h
- くに増大している

が..放送･通信に用いる場合と異なり最大定格に余裕があり構造の

堅固な球が望ましいJこのような要求に対し従来の 品櫨に各憧の

改良を行ってきたが,34年度はさらに工業用専用の新品程の開発に
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8V207〔左)およぴ10V13(右)

第7[窒lク ラ イ スト ロ ン 新 品種

着手し,揖力1kWの 6T40および2kWの6T50 をまず完成し

た｡

新構造の水銀整流管として33年度をこ発 した2品位ほ,その後長

寿命によって好評をうけているが,この構造を全面的に採用して新

たに4品種の水銀整流管および水銀入りサイラトロソを開発した｡

5H69Bおよぴ5G69Aはそれぞれ5H69および5G69の改良形

で,2G66および4G74ほそれぞれ2H66および4H74に対応す

る高圧サイラトロこ/である｡

8.3.3 ミニアチュア形送信管

6360,6939は自動車,列車無線など移動用無線機の送

イバー,変調などに使用する

出力,ドラ

ニアチェア形の送信管で小形軽量,

耐振性がすぐれている｡

6360ほ最高使用周波数200Mcで出力12W,6939はわく形構造

グリッドを有し最高500Mc,出力4.5Wである｡

8.3.4 クライストロンの新品種

クライストロンでほ2K25および2K26の量産が行われ,前年

度に開発された7V204も生産に入った(ノ 引続き34年度には8V

207および10V13を聞発し,生産に着手した.｡

8V207は7V204に引続いて開発された同じタイプのクライス

トロンでVA-220Aに相当し,7425､7750Mcの周波数範朗で1W

の出力を有するJ導波管回路に直接取付けられる利点があり,出力

が大きいことや周波数の安定度の高いことが特長である｡

10V13ほ周波数8,200～12,400Mcで出力250mWを有しⅩ--13

に相当する｡周波数範囲がきわめて広く,Ⅹバンドを1本の球でカ

/ミーできる唯一の品種でこの完成は各方画から注目されている｡

8.4 受 信 管

今年度ほ国内のテレビブームに加え海外からの注文が殺到し,こ

のため高能ノ｣【-1動検ナた機をはじめとする各種日動機の整備により画

期的な大増産を行った(⊃一 製品で ほFMラジオの簡易化をめぎ

してトランスレスセット用のFMラジオシリースを完成し,テレビ

用でほ前年の6R-HHIに引つづき 4,6R-HH2.5,6M【HH3の

HHシリーズを完成した｡二L業用,測定用,通信用などでほ高

管の星産が行われ,そのほか低雑音管5879,測定器用として高入力

抵抗管20R-LL4が開発された｡

8.4.1ラジオ用受信管

FMラジオの普及をほかるためトラソスレス化がのぞまれていた

が,ヒータ電力の関係で困難があった｡今岡高周波増幅,周波数変換

用としてテレビ用HIiシリースの高感度特性を生かした17RHH2,
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第8図 受 信 管 自 動 式 験 機

Jlけが削軋低川披胤1珊仙川J5極3植竹32R-HPlおよび′心根･整流

川19A3が完成し,[li来の12AJ7,12AU6とともにトランスレ

スFMラジオシリースが完成Lたこ.

8･4･2 テレビ用受信管

4,6R--HH2･5,6M HrI3は′払;■言i感度テレビの洋及膨用として朋

党された双3極砕で,この2種を組として川いることにより感度を

4～6dBい1⊥上さすことができる､_Jこれらの球ほ従 より糾い紬を

グリッドに川い独梢の処鮎こよりすぐれた性能を発灘するもので,

細線製作の技師とグリッド加工椚度向上とにより量座化を~可能とし_

たものである〔ノ馴州としてほ小形な~高圧整流竹1G3-GT,チニL-

ナ川高周妓増加澱3随伴4,6BZ7を完成したし.

8･4.3 通信用受信管

低雑音用5879を闘発Lた.ユニれほ梢別の2市マイカ,カソード保

持,およびダブルヘリカルヒータの構造で,ノ､ム,､マイクロホニッ

ク,ヒスなどの臥1せきわめて少なくした低川波′江川~丹削福川5i断て

である･｡また測定帯川とLて1l-了i入力j!モ拭血流州帖椚2(JR-ⅠノL4を完

成した.二Jこれはセットのトランジスタ化のため極ノ｣ヒータ電流を少

なくした傍熱形双3柏椚で独与■卸)構造,冊′とのためグリッ=古流か

きわめて少ないのが特長である｡

8･5 X 線 管

8･5･l X 線 管

診療川回転陽極Ⅹ線菅(ヒッターノード)DOR431およびDOR--

507を完成した｡DOR-431ほ125kVl,1i一首電旺撮影用の小形回転陽

極Ⅹ線管で断層撮影川として好適である､｡DOR-507ほ三極回転陽

極Ⅹ線管でグリッド電圧による符電流制御の特長をもっている

診療田岡定膠蘭Ⅹ緑管としてほ従来のSDR-10およぴSDO-10よ

り約3剖短時間負荷の大きいDR-110およびDO-109を完成した(.

これらは短時間の速写撮影に最も適しているし また三侮Ⅹ据肝

DOG-105を朋発した｡,

_⊥
用Ⅹ触管としては先にSIO160-5を製作したれ今回㍊要に

応じ125kVい,5mAの辿続掛

た｡

臥5.2 X線用整流管

､持を
ー止

通用のSIO1255を作っ

Ⅹ線用整流管として耐電比95kVr,の小形整流符KO-95と,150

kVr･のKO-150Aが完成Lた二KO-150Aほ陽楓陰極間の窄聞

外部電界からしゃへいした構造になっており動特性がきわめてよ

い｡
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第42巻 ロケl第

左より DOR-507,Ⅰ)OR-431,DOG-105,DO-109,下DR-110

第9L¥lX 線 管 荊.i仁一 種
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右KO-95,左KOT-150A

須1(JlズlX孤川整流骨の新品凋

臥る トランジスタ

34隼度の羊ペ封本の生産は引続き飛躍的に増大した｡すなわち7オ丁

携刷Ii2バンドトランジスタラジオが標準化し従来の1パンドラジ

オはポケット形のみに限られるようになり,これに伴ないドリフト

形紬鞘皮トランジスタの需要が急蛸した.

2N384･./こ:)およぴIISlOl

第11図 巷 l笥

錯~

間 沌ト ラ ソ ジ ス タ
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第12し式1中廿=川】トラソジスタ
HJ36

左より11J47,lIJd8,11J76,2N398

第13｢実l適宜り月お｣ぴスイッチング川トランジスタ

またラジオ川以外の`ぷ要も用人L=忙コンピュータ川冶へ♂ナIt■鉦て

頼,長~存命のダイオ←ドの`.~J.了■姑こ対処L.そのi■ち二稚態勢な碓､ソニした′､

また､l二j御本の小形化への要求か強く,~前隼度にりほリヒきトランジス

タについてほ小形コールドシール形へ,ダイオードについてはほと

んど仝品種について小形ガラス上川二形への卿灸えを子~j:った｡

二l二業計器,無紬瀾猫レーカーなどの要望に応L シリコントラン

ジスタの開発を行い,すでに‡諏たを行っているり

ダイオード僕】係ではテレビの徴こ刷‖およびコンピュータ蓑手に仙

川されるパラメトリックシリコンダイオードおよびゲルてニウムダ

イオードの武作,'直鵜化に成功した√.

8.る.1超高周波トランジスタの完成

｣i拍三脅碓甜.】諸波ドリフトトランジスタを榊発F一周ミ化した机 34牛

虎においては,さらに周波数相性の改良されたドリフトトランジス

タ2N384およびベース拡散形トランジスタHSIOlを開発Lたし.

2N384ほ従来のドリフトトランジスタに比し_遮断周波徽甘 2一-､一

3倍高く,FMラジオ,各種無朝通信矧~｢Jとしての=途がある._.

HSlOlほ日~､〃裏作所独Ⅲの技紬こよF)閏登Lたベース拡散形1l■ごi

川渡トランジスタであるり遮断川抜放1川トニ≡;()()Mcで2N:う84より

良好な~l規胴則Wl三をイJ▲Lている..ヰたスイッチング川､′l三としてⅠ-IS-

101ほRCA社♂つサイリスタ相性とりこほ同様L叫､川三をイj▲いi■㌻i速座ス

イッチング川としての川途も兄のがせない梢1ミでぁるし-_､

8.占.2 申出力電力増幅用トランジスタの完成

すでにJlりJ川トランジスタとしてrIJ34および2N301Aがl用発

されているが,これらの｢ll問的なJlりJトランジスタとしてHJ36が

l摘発されたし｡HJ36は■高級家庭川トランジスタラジオ,および家庭

用HiFi増幅帯の=力川に最適でプッシュプル挽紬･こ仙川Lた場介

Elりj約3Wが得られる(/.‖りJ川トランジスタとLてHJ36グラスの

第14l冥1低雑音トラ

ンジスタ 2N220

ものほlトミⅠ托では他に貯iがなく,リングウェルド封止:ノノ式を探川し,

冊.抽廿㌧｣÷〃命が鼎旧され,二l二1‡計器のサーボ機構駆動囁⊥岬湘

川おエぴスイッチング川とLてむ虹評を得ている｡

8･8･3 通信用および工業用トランジスタの完成

34牛皮にふいてスイッチング川途に2N398,HJ47,HJ48,をま

た隠佃‖訂周妓増幅川にHJ76を開発し:F.-㌢産態勢を確立Lた(⊃

2N398はコンピュータ,′行印判御装拇指一三川ネオンランプの点滅

スイッチングをニーj二川途とL,コレクタ逝耐圧-100V,エ ッタ逆耐

圧5nVをイ｣-し従火のトランジスタにほみられぬ高逆耐圧をイJ■する

ことが牲1ミであるし)

Ⅰり47,HJ48は第13図のようにHJ36と同･形である｡HJ4鋸よコ

レクタ逆耐圧-100V以Ⅰ二,HJ47は-80V以上でいずれもコレクタ

▲;′1二舘｢'昭電力ほ2Wである｡1=fl途ほ電子交換
のワイヤスプリング

リレー駆臥 そのほかパワースイッチング川である｡

rり76はドリフト形lれ周漬トランジスタのコレクタ詔揮消費一走力

糾1冊‖するため改良されたもので,弟13図のような特殊放掛目｣･

でお)る･∴高川購川]川~ノ｣トランジスタとして,佃泉適す.;機,映像州.‖

錯の.1卜川笠などに仙=される._.

臥d.4 低雑音トラシジスタの完成

トランジスタ開発､【1糾かじ〕代射Ⅲ･トランジスタのJ.!二推に努力して

きたが,34佃猷二おいては低川妓低椰肯トランジスタ2N22nを開

発:11灘に入/-〕たノこ.

2N220の郡肯指数憬7dB以~Fで,抽こ低那詔･を必要とする補聴

船および高級J洲宙緋)i那潤幅段の刷･.川肌こほ適である｡

8.7 そ の 他

8･7･lシリコン整流器の完成

んより 上-1RlO,lIRll,1LR12,Hli13,HR14,111ミ15,111ミ24,llI125

第15図 シ リ コ ン 整 流 器
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小形電裸川盛流据として電流容塙

と,†i瀬性を増大するため,拡散形シ

リコンダイオードを闇発し,本楢的_ぎ占:

躁を聞如した｡

これらシリコン整流湘はテレビ,ラ

ジオ,過†.消謹機などの電練磨流川に作

られたもので,従 のセレン整流器に

掃きかわるものである｡

またセレン整流署銅こ比レト膨堅牢

で,逆方向のリーク電流がきわめて少

なく周囲軋度100つCにおいても使用可

能であるなどの利点を有している｡

8･7･2 計測器用サーミスタ

サーー

め従

たが,

スタは酸化物半導休であるた

ほ不安定なものと考えられてい

日立 作所ではここ数年 のサ
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ーミ スタ材料研究の結果,安定性,西現慄,互換性の点ですぐれて

いる計測器用サーミスタを各種製品化することに成功した｡サーミ

スタは,(1)温度係数が大きく,(2)小形で,(3)抵抗値を任意に

(1n～1Meg･n)選ぶことができ,しかも従来の検知郡に比べて安

価なことから,計測器の検知部に応用して次のような多くの特長を

示している｡

(1)高感度の計器が得られる｡(2)細かい場所の測定ができる｡

(3)時間的なおくれが小さい｡(4)遠隔の測定ができる｡(5)電気

回路が簡単になり,安価な計器がつくれる｡(6)携帯形計器とする

ことができる｡

弟Id図は計測器用サー スタのいろいろな を示している｡こ

れらサーミスタを応用した計器についてほd.干4項にのべた｡

臥7.3 ディスク形サーミスタの完成

33年度において2N301,2N301A34年度にほHJ36と｢11力用ト

ランジスタが開発され,この需要も増大の一途をたどっている｡D-

1A,D-1Bほこれらの出ソJ捕トランジスタの周囲温度の変化に対す

る温度補償素子として耳湘こ設計し完成されたディスク形サーミスタ

である｡

D--1Aほ端子間抵抗24fl(周l抑阻度250Cにおいて)動作電流10mA

で,またD-1Bほ端子間抵抗12.5n(周囲温度250Cにおいて)動作

電流20mAである｡D-1AはH.卜36と,D-1Bほ2N301と組合

わせてプッシュプル増幅器にイ叙周された場合,好ましい温度補償が

得られる｡

臥7.4 小形ダイオード

従来製作されていたゲルマニウムダイオードは,製作工程が手作

に適するような大形の部品を使用していたが,生産量の増大に伴

い製作工程の自動化が行われ,弟18図のような外形のものを完成さ

れた｡

図にみられるような従来の大形のものに比較してガラス部分の大

きさほ約兢となり,しかも電気的特性は従来のものと変りないこと

が大きな特長である｡
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第17図 ディスク形サー

スタ DMIA,D-1B

第16岡 各種サー

検知部

スタ

第181頚 小形ダイオードと大形ダイ

オードの比較

第19図 微少電流測定管 Hl√5886

8.7.5 微少電流測定管HL-588d

サブミニアチュア形微少 流測定管としてさきに.HL-5800の試

作を完了したが,引続き今回HL-5886の試作を終え, 産化に移っ

た｡HL-5886ほ第19図に示したような外観をもった5極管で,3

極管接続としても使用される｡サーベイメーター,分光光度計,質

量分析計などの微少 流増幅装置に使用される｡




